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佐倉・四街道・八街・富里・酒々井地区
地域協議会

資料３ （これまでの高校再編について）

本日の構成

第Ⅰ部
〇行政説明１「これまでの高校再編の流れ」

〇行政説明２「地区の県立高校の概要（現状と課題）」

〇行政説明３「適正規模・適正配置の考え方」

〇中学生アンケート結果について

第Ⅱ部
協議・情報交換「今後の県立高校のあり方について」

これまでの経緯

生徒のニーズの多様化

系統的なキャリア教育・職業教育の必要性

今後の人口の減少

令和４・５年度

７地区で地域協議会を開催

柏・鎌ケ谷・我孫子地区

夷隅地区

安房地区

八千代・船橋・習志野地区
山武地区

香取地区

市原地区

これまでの高校再編の流れ
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計画・プラン と 実施プログラム

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

計画期間内の基本的な考え方

1次実施

プログラム

○年度

Ａ高校で

■学科を設置

×年度

Ｂ高校で

▲に関する学びを導入

２次実施

プログラム

□年度

C高校とD高校を統合

使用校舎は…

◎年度

E高校を

～～に指定

…次実施

プログラム

…

…

プラン

実施
プログラム

県立高校改革推進プラン

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ Ｒ１２ Ｒ１３

計画期間内の基本的な考え方

第１次実施

プログラム

１２項目

１８校

第２次実施

プログラム

9項目

１５校
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県立富里高等学校
全日制普通科・４学級５２２人在籍・昭和６１年創立（３９周年）

・部活動が盛ん
・地域との交流が盛ん
・進学率が70％以上
・公務員養成や進学対策が充実

５４．４％部活動加入率

１．０８倍Ｒ８志願倍率

３４．３％大学進学

３５．４％専修学校進学

２４．２％就職

６．２％その他

県立佐倉高等学校
全日制 普通科７学級・理数科１学級 ９５８人在籍
明治３２年創立（１２６周年）

・「進学指導重点校」として一人ひとりの進路志望に
対応した授業選択や進路相談を実施

・SSHによる未来のサイエンスリーダーの育成
・希望者による国際交流や課外活動も充実

９１．５％部活動加入率

１．５１倍
１．６３倍

Ｒ８志願倍率（普通科）
（理数科）

８６．０％大学進学

０．６％専修学校進学

０．０％就職

１３．４％その他

県立佐倉東高等学校
全日制 普通科４学級・調理国際科１学級・服飾デザイン科１学級
６９４人在籍・明治４０年創立（１１８周年）

・３年間のきめ細かく丁寧な進路指導で、
現役の進路決定率は94％！

・服飾デザイン科では、プロの技術が学べる！
・調理国際科は卒業後、調理師免許が取れる！

９１．６％部活動加入率

１．１３倍
１．２５倍
１．００倍

Ｒ８志願倍率（普通科）
（調理国際科）

（服飾デザイン科）

３７．０％大学進学

４４．１％専修学校進学

１３．２％就職

５．７％その他

県立佐倉西高等学校
全日制 普通科４学級（コース制：福祉・文系進学・理系進学・総合）
４７９人在籍・昭和５２年創立（４８周年）

・１年生全員が福祉を学び、福祉マインドを育む
・きめ細やかな生徒指導で社会に巣立つ準備をする
・ボランティアなど、体験の機会を多く用意
・主体的な進路選択を支援し、高い進路決定率

４３．６％部活動加入率

０．９４倍Ｒ８志願倍率

２７．４％大学進学

４５．２％専修学校進学

２１．０％就職

６．４％その他

県立八街高等学校
全日制 総合学科３学級 ３９４人在籍・昭和２１年創立（７９周年）

「総合学科」は「普通科」と「専門学科（農業･工業･商業など）」
を統合した学科
・１年次に「産業社会と人間」を履修し、
将来どのような職業に就きたいか考える

・２･３年次に自分の進路に合わせた科目を選択する

４１．６％部活動加入率

０．９７倍Ｒ８志願倍率

１２．５％大学進学

３３．１％専修学校進学

４７．８％就職

６．６％その他

県立四街道高等学校
全日制普通科８学級（コース制：文系・理系・文理系）
９５０人在籍・昭和２６年創立（７４周年）

・スクールポリシーは「文武兼備」！
・学力向上と特別活動の充実に全力投球！
・部活動やボランティア活動が活発！
・四街道駅から徒歩12分の良好なアクセス！

７５．８％部活動加入率

１．１８倍Ｒ８志願倍率

５８．３％大学進学

３１．９％専修学校進学

５．９％就職

３．９％その他
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県立四街道北高等学校
全日制普通科６学級（コース制：普通・保育基礎）
７０１人在籍・昭和６０年創立（４０周年）

・令和２年度より保育基礎コース設置
・進学から就職まで幅広い進路指導に対応

→現役進路決定率90％以上
・丁寧な教科指導

４６．２％部活動加入率

１．１２倍Ｒ８志願倍率

３６．２％大学進学

４１．７％専修学校進学

１３．０％就職

９．１％その他

県立佐倉南高等学校
定時制 普通科５学級（三部制：午前部２学級・午後部２学級・夜間部１学級）
５００人在籍・昭和５８年創立（４２周年）

８４．６％学区内通学率

２４．４％部活動加入率

１．０８倍
１．０９倍
０．７０倍

Ｒ８志願倍率（午前部）
（午後部）
（夜間部）

自分のスタイルに合った高校生活を送れます。
三部制の定時制
学校で学習する時間帯や、１日に学習する授業の数を
選択できる

７．９％大学進学

２８．９％専修学校進学

１５．８％就職

４７．４％その他

「適正規模・適正配置の考え方」

都市部

県東部や南部

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

１学年あたりの学級数

都市部と県東部や南部
適正規模

中学校卒業者数の減少

県立高校改革推進プラン
適正規模・適正配置

-6,200名 155学級分
10組程度の統合を予定

県内国公私立中学校等卒業者数推移の見込み

35,000

40,000

45,000

50,000

55,000

R7.3 R8.3 R9.3 R10.3 R11.3 R12.3 R13.3 R14.3 R15.3 R16.3 R17.3 R18.3 R19.3 R20.3 R21.3

中学校卒
業者数
(人)

卒業年月日

出典：学校基本調査（文部科学省）及び千葉県年齢別町丁字別人口調査（千葉県総合企画部統計課）を基に令和8年3月に教育政策課にて作成
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県立高校改革推進プラン
都市部における再編

多様な学びへの変換

新たなタイプの学校への再編

県立高校改革推進プラン
県東部や南部における再編

学校・地域の状況等に配慮して検討

都市部
統合の基本的な考え方

適正配置を考慮しながら統合
より魅力ある学校への再編

同じタイプ
の学校が

近接

適正規模の
維持が

困難となる
見込み

適正規模を
下回る

都市部

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

適正規模未満

１学年あたりの学級数

統合の基本的な考え方
県東部や南部

・学校・地域の状況等に

配慮しながら検討

交通の利便性 地元からの進学状況

地域連携協働校 を指定

学校運営協議会制度(コミュニティスクール）導入
必要に応じて近隣の高校を協力校に指定
･･･遠隔授業、学校行事や部活動の合同実施

地域連携協働校に指定された高校も含め、
生徒募集において著しく困難が生じる場合は
統合も検討

説明は以上となります。
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